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前
項
の
規
定
に
よ
り
第
二
十
四
条
及
び
第
三
十
三
条
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
第
三
十
条
第
八
号
の
規

定
（
当
該
規
定
に
係
る
罰
則
を
含
む
。）の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
運
搬
の
た
め
に
所
持
す
る
場
合
」
と
あ
る

の
は
、「
運
搬
の
た
め
に
所
持
す
る
場
合
及
び
第
二
十
四
条
又
は
第
三
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
項
の
措
置
を
講

ず
る
た
め
に
所
持
す
る
場
合
」
と
す
る
。

第
二
十
九
条
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
放
射
性
同
位
元
素
を
」
の
下
に
「
、
輸
出
し
」
を
加
え
、
同
条
第
六
号
及
び

第
七
号
中
「
よ
り
、」の
下
に
「
輸
出
し
、
又
は
」
を
加
え
、「
又
は
許
可
廃
棄
業
者
に
」
を
「
若
し
く
は
許
可
廃
棄
業
者

に
」
に
改
め
、
同
条
第
八
号
中
「
解
散
し
た
」
を
「
解
散
し
、
若
し
く
は
分
割
を
し
た
」に
改
め
、「
よ
り
、」の
下
に「
輸

出
し
、
又
は
」
を
加
え
、「
又
は
許
可
廃
棄
業
者
に
」
を
「
若
し
く
は
許
可
廃
棄
業
者
に
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
中
第
十
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
九
号
を
第
十
一
号
と
し
、
同
条
第
八
号
中
「
解
散
し
た
」
を「
解
散
し
、

若
し
く
は
分
割
を
し
た
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
九
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十

第
二
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
が
、
届
出
販
売
業
者
若
し
く
は
届
出
賃

貸
業
者
が
死
亡
し
、
又
は
法
人
で
あ
る
届
出
販
売
業
者
若
し
く
は
届
出
賃
貸
業
者
が
解
散
し
、
若
し
く
は
分
割
を

し
た
日
に
届
出
販
売
業
者
又
は
届
出
賃
貸
業
者
が
所
有
し
て
い
た
放
射
性
同
位
元
素
を
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
運
搬
の
た
め
に
所
持
す
る
場
合

第
三
十
条
第
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
が
放
射
性
同
位
元
素
の
販
売
又
は
賃
貸

の
業
を
廃
止
し
た
日
に
所
有
し
て
い
た
放
射
性
同
位
元
素
を
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
運
搬

の
た
め
に
所
持
す
る
場
合

第
三
十
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
十
一
条
第
一
項
中
「
放
射
性
同
位
元
素
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
」
を
「
放
射
性

汚
染
物
」
に
改
め
る
。

第
四
十
一
条
の
三
十
八
中
「
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
」の
下
に「（
第
四
十
一
条
第
二
項
第
三
号
を
除
く
。）」を
、「
登

録
定
期
講
習
機
関
登
録
簿
」
と
」
の
下
に
「
、
同
項
第
三
号
中
「
設
計
認
証
業
務
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
一
条
の
三

十
五
に
規
定
す
る
定
期
講
習
業
務
（
以
下
単
に
「
定
期
講
習
業
務
」
と
い
う
。）」
と
」
を
加
え
、「
第
四
十
一
条
の
三
十

四
各
号
」
を
「
第
四
十
一
条
の
三
十
六
各
号
」
に
、「
第
四
十
一
条
の
三
十
五
」
を
「
第
四
十
一
条
の
三
十
七
」
に
、「
第

四
十
一
条
の
三
十
七
」
を
「
第
四
十
一
条
の
三
十
九
」
に
改
め
、
第
五
章
中
同
条
を
第
四
十
一
条
の
四
十
と
し
、
第
四

十
一
条
の
三
十
七
を
第
四
十
一
条
の
三
十
九
と
し
、
第
四
十
一
条
の
三
十
六
を
第
四
十
一
条
の
三
十
八
と
し
、
第
四
十

一
条
の
三
十
五
を
第
四
十
一
条
の
三
十
七
と
す
る
。

第
四
十
一
条
の
三
十
四
第
二
号
イ
中
「
放
射
性
同
位
元
素
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
又
は
放
射
線
発
生
装
置
」を「
放

射
線
発
生
装
置
又
は
放
射
性
汚
染
物
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
一
条
の
三
十
六
と
し
、
第
四
十
一
条
の
三
十
三
を
第

四
十
一
条
の
三
十
五
と
す
る
。

第
四
十
一
条
の
三
十
二
中
「
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
」の
下
に「（
第
四
十
一
条
第
二
項
第
三
号
を
除
く
。）」を
、「
登

録
資
格
講
習
機
関
登
録
簿
」
と
」
の
下
に
「
、
同
項
第
三
号
中
「
設
計
認
証
業
務
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
一
条
の
三

十
一
に
規
定
す
る
資
格
講
習
業
務
（
以
下
単
に
「
資
格
講
習
業
務
」
と
い
う
。）」
と
」
を
加
え
、「
第
四
十
一
条
の
三
十

各
号
」
を
「
第
四
十
一
条
の
三
十
二
各
号
」
に
、「
第
四
十
一
条
の
三
十
一
」
を
「
第
四
十
一
条
の
三
十
三
」
に
改
め
、

同
条
を
第
四
十
一
条
の
三
十
四
と
し
、
第
四
十
一
条
の
三
十
一
を
第
四
十
一
条
の
三
十
三
と
す
る
。

第
四
十
一
条
の
三
十
第
二
号
イ
中
「
放
射
性
同
位
元
素
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
又
は
放
射
線
発
生
装
置
」
を
「
放

射
線
発
生
装
置
又
は
放
射
性
汚
染
物
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
一
条
の
三
十
二
と
し
、
第
四
十
一
条
の
二
十
九
を
第

四
十
一
条
の
三
十
一
と
す
る
。

第
四
十
一
条
の
二
十
八
中
「
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
」の
下
に「（
第
四
十
一
条
第
二
項
第
三
号
を
除
く
。）」を
、「
登

録
試
験
機
関
登
録
簿
」
と
」
の
下
に
「
、
同
項
第
三
号
中
「
設
計
認
証
業
務
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
一
条
の
二
十
七

に
規
定
す
る
試
験
業
務
（
以
下
単
に
「
試
験
業
務
」
と
い
う
。）」
と
」
を
加
え
、「
第
四
十
一
条
の
二
十
六
各
号
」を「
第

四
十
一
条
の
二
十
八
各
号
」
に
、「
第
四
十
一
条
の
二
十
七
」
を
「
第
四
十
一
条
の
二
十
九
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
十

一
条
の
三
十
と
し
、
第
四
十
一
条
の
二
十
七
を
第
四
十
一
条
の
二
十
九
と
し
、
第
四
十
一
条
の
二
十
六
を
第
四
十
一
条

の
二
十
八
と
し
、
第
四
十
一
条
の
二
十
五
を
第
四
十
一
条
の
二
十
七
と
す
る
。

第
四
十
一
条
の
二
十
四
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
登
録
濃
度
確
認
機
関
の
登
録
）

第
四
十
一
条
の
二
十
五

第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
登
録
は
、
濃
度
確
認
に
関
す
る
業
務
（
以
下「
濃
度
確
認
業
務
」

と
い
う
。）を
行
お
う
と
す
る
者
の
申
請
に
よ
り
行
う
。

第
三
十
三
条
第
一
項
中
「
放
射
性
同
位
元
素
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
又
は
放
射
線
発
生
装
置
」
を
「
放
射
線
発
生

装
置
又
は
放
射
性
汚
染
物
」
に
、「
放
射
性
同
位
元
素
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
の
」
を
「
放
射
性
汚
染
物
の
」に
改
め
、

同
条
第
三
項
中
「
放
射
性
同
位
元
素
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
」
を
「
放
射
性
汚
染
物
」
に
改
め
、同
条
第
四
項
中「
放

射
性
同
位
元
素
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
」
を
「
放
射
性
汚
染
物
」
に
、「
放
射
性
同
位
元
素
に
よ
る
」
を
「
放
射
性
同

位
元
素
等
に
よ
る
」
に
改
め
、
第
三
章
中
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
放
射
能
濃
度
に
つ
い
て
の
確
認
等
）

第
三
十
三
条
の
二

許
可
届
出
使
用
者
、
届
出
販
売
業
者
、
届
出
賃
貸
業
者
及
び
許
可
廃
棄
業
者
は
、
放
射
性
汚
染
物

に
含
ま
れ
る
放
射
線
を
放
出
す
る
同
位
元
素
に
つ
い
て
の
放
射
能
濃
度
が
放
射
線
に
よ
る
障
害
の
防
止
の
た
め
の
措

置
を
必
要
と
し
な
い
も
の
と
し
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
基
準
を
超
え
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
文
部
科
学
大
臣
又
は
文
部
科
学
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
者
（
以
下「
登
録
濃
度
確
認
機
関
」

と
い
う
。）の
確
認
（
以
下
「
濃
度
確
認
」
と
い
う
。）を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

濃
度
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め
文
部
科
学
大
臣
の

認
可
を
受
け
た
放
射
能
濃
度
の
測
定
及
び
評
価
の
方
法
に
従
い
、
そ
の
濃
度
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
物
に
含
ま
れ

る
放
射
線
を
放
出
す
る
同
位
元
素
の
放
射
能
濃
度
の
測
定
及
び
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
記
載
し
た
申
請
書
そ
の

他
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
書
類
を
文
部
科
学
大
臣
又
は
登
録
濃
度
確
認
機
関
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

濃
度
確
認
を
受
け
た
物
は
、
こ
の
法
律
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百

三
十
七
号
）
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
法
令
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
放
射
性
汚
染
物
で
な
い
も
の
と
し
て
取
り
扱
う

も
の
と
す
る
。

第
三
十
七
条
第
一
項
中
「
放
射
性
同
位
元
素
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
」
を
「
放
射
性
汚
染
物
」
に
改
め
る
。

第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
ロ
及
び
ハ
並
び
に
第
二
号
ロ
中
「
放
射
性
同
位
元
素
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
た
物
又
は
放

射
線
発
生
装
置
」
を
「
放
射
線
発
生
装
置
又
は
放
射
性
汚
染
物
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
並
び
に
法
人
に

あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名
」
を
削
る
。

第
四
十
一
条
の
十
六
中
「
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
」
の
下
に「（
第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
及
び
同
条
第
二
項
第

三
号
を
除
く
。）」
を
加
え
、「
第
四
十
一
条
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
中
「
設
計
認
証
員
」
と

あ
る
の
は
「
検
査
員
」
と
、「
設
計
認
証
等
の
た
め
の
審
査
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
一
条
の
十
五
に
規
定
す
る
施
設
検

査
等
（
以
下
単
に
「
施
設
検
査
等
」
と
い
う
。）」
と
、
同
項
第
三
号
」
に
改
め
、「
登
録
検
査
機
関
登
録
簿
」
と
」
の
下

に
「
、
同
項
第
三
号
中
「
設
計
認
証
業
務
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
一
条
の
十
五
に
規
定
す
る
検
査
業
務
（
以
下
単
に

「
検
査
業
務
」
と
い
う
。）」
と
」
を
加
え
る
。

第
四
十
一
条
の
十
八
中
「
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
」
の
下
に「（
第
四
十
一
条
第
二
項
第
三
号
を
除
く
。）」
を
、「
登

録
定
期
確
認
機
関
登
録
簿
」
と
」
の
下
に
「
、
同
項
第
三
号
中
「
設
計
認
証
業
務
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
一
条
の
十

七
に
規
定
す
る
定
期
確
認
業
務
（
以
下
単
に
「
定
期
確
認
業
務
」
と
い
う
。）」
と
」
を
加
え
る
。

第
四
十
一
条
の
二
十
中
「
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
」
の
下
に「（
第
四
十
一
条
第
二
項
第
三
号
を
除
く
。）」
を
、「
登

録
運
搬
方
法
確
認
機
関
登
録
簿
」
と
」
の
下
に
「
、
同
項
第
三
号
中
「
設
計
認
証
業
務
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
一
条

の
十
九
に
規
定
す
る
運
搬
方
法
確
認
業
務
（
以
下
単
に
「
運
搬
方
法
確
認
業
務
」
と
い
う
。）」
と
」
を
加
え
る
。

第
四
十
一
条
の
二
十
二
中
「
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
」の
下
に「（
第
四
十
一
条
第
二
項
第
三
号
を
除
く
。）」を
、「
登

録
運
搬
物
確
認
機
関
登
録
簿
」
と
」
の
下
に
「
、
同
項
第
三
号
中
「
設
計
認
証
業
務
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
一
条
の

二
十
一
に
規
定
す
る
運
搬
物
確
認
業
務
（
以
下
単
に
「
運
搬
物
確
認
業
務
」
と
い
う
。）」
と
」
を
加
え
る
。

第
四
十
一
条
の
二
十
四
中
「
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
」の
下
に「（
第
四
十
一
条
第
二
項
第
三
号
を
除
く
。）」を
、「
登

録
埋
設
確
認
機
関
登
録
簿
」
と
」
の
下
に
「
、
同
項
第
三
号
中
「
設
計
認
証
業
務
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
一
条
の
二

十
三
に
規
定
す
る
埋
設
確
認
業
務
（
以
下
単
に
「
埋
設
確
認
業
務
」
と
い
う
。）」
と
」
を
加
え
る
。
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